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RX63N グループ、RX631 グループ 

コールドスタート時の RTC 時刻情報の真偽判定例 

要旨 

本アプリケーションノートでは、リアルタイムクロック(以下、RTC)とバッテリバックアップ機能を併用し
た時の使用例を示します。Vcc 端子の電圧が低下してから復帰するまでの期間、VBATT から電源供給ができ
ていたかを判断するために、RTC のクロック設定やレジスタ値を使用して、真偽を行い、継続動作をするか、
初期化をするかを判定します。 

 

対象デバイス 

・RX63N グループ 177、176 ピン版 ROM 容量：768KB～2MB 

・RX63N グループ 145、144 ピン版 ROM 容量：768KB～2MB 

・RX63N グループ 100 ピン版 ROM 容量：768KB～2MB 

・RX631 グループ 177、176 ピン版 ROM 容量：256KB～2MB 

・RX631 グループ 145、144 ピン版 ROM 容量：256KB～2MB 

・RX631 グループ 100 ピン版 ROM 容量：256KB～2MB 

・RX631 グループ 64 ピン版  ROM 容量：256KB～512KB 

 

本アプリケーションノートを他のマイコンへ適用する場合、そのマイコンの仕様にあわせて変更し、十分
評価してください。 

R01AN1713JJ0101 

Rev.1.01 

2015.11.06  
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1. 仕様 

リセットが解除された後、RTC のカウント動作を継続するか、または RTC の初期化をするかをソフトウェ
アで判定し実行します。 

バッテリバックアップ機能を使用すると、Vcc 端子の電圧が低下しても VBATT からの電源供給により、
RTC とサブクロック発振器は動作を継続します。Vcc 端子の電圧の低下が続いて VBATT からの電源供給も
停止した場合のみ RTC の初期化が必要です。ただし、Vcc 電圧が低下して RTC への電源供給が Vcc から
VBATT に切り替わった後、VBATT 電圧保証範囲を下回った場合は、必ず 1 度 Vcc 端子と VBATT 端子の電
圧を 0V まで下げてからパワーオンリセットをしてください。 

VBATT の回路は、接続したコンデンサの充電に要する時間は最大 15 分、コンデンサが満充電時に電源供
給が可能な期間を最短 10 日の仕様を想定しています。 

本アプリケーションノートでは、VBATT から電源供給可能な期間内に Vcc 電圧が復帰してリセット解除さ
れたか、VBATT への充電時間が十分か、およびリセット解除後に RTC レジスタに格納されている値は正常
値を保持しているかを確認し判定しています。 

Vcc 電圧が保持されている期間は、1 秒周期で RSK の"Debug LCD"に表示している RTC 時刻情報を更新し
ます。また、リセット解除後 1 秒後、VBATT に接続したコンデンサの充電に要する時間 15 分後、RTC 時刻
情報の時カウンタ(RHRCNT)を更新した時、E2 データフラッシュに格納している RTC 時刻情報を更新しま
す。 

表 1.1に使用する周辺機能と用途を、図 1.1に動作例を示します。 

 

表1.1 使用する周辺機能と用途 

周辺機能 用途 

RTCa 時計カウンタ 

VBATT RTC とサブクロック発振器への電源供給 

E2 データフラッシュ RTC 時刻情報のバックアップ 
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図1.1 動作例 
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2. 動作確認条件 

本アプリケーションノートのサンプルコードは、下記の条件で動作を確認しています。 

 

表2.1 動作確認条件 

項目 内容 

使用マイコン R5F563NBDDFC (RX63N グループ) 

動作周波数 •  メインクロック: 12MHz 

•  サブクロック: 32.768kHz 

•  PLL: 192MHz (メインクロック 1 分周 16 逓倍) 

•  LOCO: 125kHz 

•  システムクロック(ICLK): 96MHz (PLL 2 分周) 

•  周辺モジュールクロック B (PCLKB): 48MHz (PLL 4 分周) 

動作電圧 3.3V、VBATT は VBATT以上 

統合開発環境 ルネサスエレクトロニクス製 

High-performance Embedded Workshop Version 4.09.01 

C コンパイラ ルネサスエレクトロニクス製 

C/C++ Compiler Package for RX Family V.1.02 Release 01 

コンパイルオプション 

-cpu=rx600 -output=obj="$(CONFIGDIR)¥$(FILELEAF).obj" -debug - 

nologo 

(統合開発環境のデフォルト設定を使用しています) 

iodefine.h のバージョン Version 1.8 

エンディアン リトルエンディアン 

動作モード シングルチップモード 

プロセッサモード スーパバイザモード 

サンプルコードのバージョン Version 1.01 

使用ボード Renesas Starter Kit+ for RX63N (製品型名: R0K50563NC000BE) 

 

 

3. 関連アプリケーションノート 

本アプリケーションノートに関連するアプリケーションノートを以下に示します。併せて参照してくださ
い。 

 

RX63N グループ、RX631 グループ 初期設定例 Rev1.10 (R01AN1245JJ) 

RX600 & RX200 シリーズ RX 用シンプルフラッシュ API Rev2.40 (R01AN0544JU) 

RXFamily Using the Simple Flash API for RX without the r_bsp Module Rev1.00 (R01AN1890EU) 

RX63N High-performance Embedded Workshop 用ルネサススタータキットのサンプルコード Rev1.00 

(R01AN1395JG) 

RX ファミリ ソフトウェアによるウェイト処理のコーディング例 Rev.1.00 (R01AN1852JJ) 

 

上記アプリケーションノートの初期設定関数、Debug LCD 出力関数、シンプルフラッシュ API 関数、ソ
フトウェアによるウェイト処理関数を、本アプリケーションノートのサンプルコードで使用しています。Rev

は本アプリケーションノート作成時点のものです。 

最新版がある場合、最新版に差し替えて使用してください。最新版はルネサスエレクトロニクスホームペー
ジで確認および入手してください。 
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4. ハードウェア説明 

4.1 ハードウェア構成例 

図 4.1に接続例を示します。 

RX63Nグループ

VCC

VBATT

P87

P86

P85

P84

PJ5

PF5

Debug LCD

DLCDD7

DLCDD6

DLCDD5

DLCDD4

DLCDRS

DLCDE

LED0 出力P03

Electric double 

layer capacitor

(EDLC)

LED1 出力P05

 

図4.1 接続例 

 

本アプリケーションノートでは、充電時間を最大 15 分、電源保持(放電)時間を最短 10 日としています。 

注 : 充電時間、電源保持(放電)時間は、VBATT 端子の回路構成によって異なります。充放電時間は、ご使 

 用になるシステムで十分に確認を行ってください。 

 

4.2 使用端子一覧 

表 4.1に使用端子と機能を示します。 

 

表4.1 使用端子と機能 

端子名 入出力 内容 

P03 出力 LED0 出力(RTC 初期化完了) 

P05 出力 LED1 出力(E2 データフラッシュバックアップエラー) 

P87 出力 Debug LCD Data bit 7 出力 

P86 出力 Debug LCD Data bit 6 出力 

P85 出力 Debug LCD Data bit 5 出力 

P84 出力 Debug LCD Data bit4 出力 

PJ5 出力 Debug LCD Enable 出力 

PF5 出力 Debug LCD Register select 出力 
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5. ソフトウェア説明 

5.1 動作概要 

本アプリケーションノートでは、以下のチェック項目で RTC 時刻情報の有効性を判断し、RTC を継続動
作するか、RTC の初期化を実行します。図 5.1に確認手順のフローチャートを示します。 

• RTC カウントソース   : サブクロック動作 

• RTC の制御レジスタ   : 初期設定値と同値 

• RTC の自動補正設定   : 有効時に初期設定値と同値 

• RTC の時刻情報     : 時刻情報として正常値かつ、E2 データフラッシュにバックアップを取った 

                         時間から 10 日以内の値 

• RTC のアラーム情報   : 時刻情報として正常値かつ、E2 データフラッシュにバックアップを取った 

                         時間から 10 日以内の値 

• VBATT 回路の充電検出 : コールドスタートかつ、前回の RTC 初期化から 15 分経過 

 

RTC の初期設定値を以下に示します。 

• 時間モード  : 12 時間モード 

• 初期設定時刻 : 2013 年 1 月 1 日(火) 00 時 00 分 00 秒 

• アラーム設定 : 無効 

• RTCOUT 出力 : 出力禁止 

• 自動補正  : 使用しない 

• カウントソース : (標準 CL 用)サブクロック 

• 時間キャプチャ    : 使用しない 

•  割り込み         : 周期割り込み(PRD)を使用(発生周期: 1 秒)、アラーム割り込み、桁上げ割り込みは 

                     禁止。 
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確認手順

return

RTCの制御レジスタは

初期設定した値と一致?

一致

不一致

誤差補正レジスタは

初期設定した値と一致?

一致

不一致

誤差補正機能を使用時

時間レジスタは

設定可能な値?

Yes

No

アラーム時間レジスタ

は設定可能な値?

Yes

No

アラーム機能を使用時

カウント継続 RTCの初期化

VBATT満充電?

Yes

No

バックアップ時間との

差は10日以内?

Yes

No

ウォームスタート?
Yes

No

 

図5.1 確認手順のフローチャート 

 

5.2 バッテリバックアップ機能 

本アプリケーションノートでは、VBATT 端子に出力電圧 VBATT以上を 10 日以上保持でき、15 分以内で満
充電になる回路を接続しています。 

なお、充放電時間は接続する回路によって異なります。ご使用されるシステムで十分に確認を行ってくだ
さい。 
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5.3 E2 データフラッシュのプログラム/イレーズ 

本アプリケーションノートでは、E2 データフラッシュの 0010 0000h から 0010 003Fh(64 バイト)を使用
します。RTC 時刻情報 10 バイトを格納する 0010 0000h～0010 0009h と 0010 0020h～0010 0029h は交互
に上書きされます。64 バイトのうちその他の領域は、データを保持しません。 

プログラム/イレーズで使用しているその他の「RX 用シンプルフラッシュ API」については、「RX600 

&RX200 シリーズ RX 用シンプルフラッシュ API」を参照してください。 

 

5.3.1 E2 データフラッシュのイレーズ処理 

E2 データフラッシュのイレーズ処理は「RX 用シンプルフラッシュ API」で提供される R_FlashErase 

Range 関数を使用しています。イレーズエラーは R_FlashEraseRange 関数からの戻り値か、FlashError 関
数でのレジスタ値の確認で判断できます。 

 

5.3.2 E2 データフラッシュのプログラム処理 

E2 データフラッシュのプログラムは「RX 用シンプルフラッシュ API」で提供される R_FlashWrite 関数を
使用しています。プログラムエラーは R_FlashWrite 関数からの戻り値か、FlashError 関数でのレジスタ値の
確認で判断できます。 

 

5.3.3 シンプルフラッシュ API の変更点 

フラッシュメモリ(ROM)のプログラムから E2 データフラッシュをイレーズ、ライトします。また、イレー
ズ、ライト実行中も、メインループの処理を実行できるように設定しています。 

本アプリケーションノートでは、シンプルフラッシュ APIから” r_flash_api_rx_config.h”を変更しています。 

表 5.1に” r_flash_api_rx_config.h”の変更点を示します。 

 

表 5.1 「r_flash_api_rx_config.h」の変更点 

変更項目 変更内容 変更後のコード 

シンプルフラッシュ 

API の設定変更 

ROM の書き込みなし // #define FLASH_API_RX_CFG_ENABLE_ROM_PROGRAMMING 

書き込むデータは RAM バッ

ファに格納する 

  #define FLASH_API_RX_CFG_FLASH_TO_FLASH 

E2 データフラッシュの操作

をバックグラウンドで実行

する 

  #define FLASH_API_RX_CFG_DATA_FLASH_BGO 

フラッシュ API を RAM に 

転送しない 

// #define FLASH_API_RX_CFG_COPY_CODE_BY_API 

 

注. E2 データフラッシュのプログラム/イレーズ中に、Vcc 電源が遮断されるか、リセットされると、RTC

時刻情報が異常になるため、リセット解除後は RTC も初期状態になります。 
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5.4 ファイル構成 

表 5.2にサンプルコードで使用するファイル、表 5.3に標準インクルードファイルを、表 5.4、表 5.5に参照
する関連アプリケーションノートの関数と設定値を、表 5.6にシンプルフラッシュ API のモジュールを示し
ます。なお、統合開発環境で自動生成されるファイルは除きます。 

 

表5.2 サンプルコードで使用するファイル 

ファイル名 内容 

main.c メイン処理、ポート設定 

r_init_clock_an1713.c クロック初期設定 

r_init_clock_an1713.h r_init_clock_an1713.c のヘッダファイル 

rtc_func.c RTC のレジスタ判定処理と RTC の初期設定、周期割り込み処理 

rtc_func.h rtc_func.c のヘッダファイル 

flash_write.c RTC 時刻情報を E2 データフラッシュに 

バックアップする処理 

 

 

表5.3 標準インクルードファイル 

参照先 内容 

stdbool.h 論理型、および論理値に関するマクロを定義します。 

stdint.h  指定した幅の整数型を宣言してマクロを定義します。 

machine.h RX ファミリ用 組み込み関数の形式を定義します。 

 

 

表5.4 参照する関連アプリケーションノートの関数と設定値 

       (RX63N グループ、RX631 グループ 初期設定例、RX ファミリ ソフトウェアによるウェイト処理の

コーディング例) 

ファイル名 関数 設定内容 

r_init_stop_module.c R_INIT_StopModule() - 

r_init_stop_module.h - DMAC/DTC、EXDMAC、RAM0、

RAM1 はモジュールストップ解除 

r_init_non_existent_port.c R_INIT_NonExistentPort() - 

r_init_non_existent_port.h - 176 ピン版を指定 

r_delay.c R_DELAY_Us() ウェイト時間を設定 

r_delay.h - - 
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表5.5 参照する関連アプリケーションノートの関数と設定値 

       (RX63N High-performance Embedded Workshop 用ルネサススタータキットのサンプルコード) 

ファイル名 関数 設定内容 

lcd.c Init_LCD() 

Display_LCD() 

- 

lcd.h - - 

rskrx63ndef.h - - 

 

 

表5.6 シンプルフラッシュ API のモジュール 

       (RX600 & RX200 シリーズ RX 用のシンプルフラッシュ API のアプリケーションノート) 

モジュール名 概要 

r_flash_api_rx RX600 & RX200 シリーズ RX 用のシンプルフラッシュ API の 

プログラム 

u_bsp ユーザ用の Board support package(注) 

 

注. r_bsp を関連アプリケーションノートの「Using the Simple Flash API for RX without the r_bsp 

Module」に従って変更したものです。 

 

5.5 オプション設定メモリ 

表 5.7にサンプルコードで使用するオプション設定メモリの状態を示します。必要に応じて、お客様のシス
テムに最適な値を設定してください。 

 

表5.7 サンプルコードで使用するオプション設定メモリ 

シンボル アドレス 設定値 内容 

OFS0 FFFF FF8Fh～FFFF FF8Ch FFFF FFFFh リセット後、IWDT は停止 

リセット後、WDT は停止 

OFS1 FFFF FF8Bh～FFFF FF88h FFFF FFFBh リセット後、電圧監視 0 リセット有効 

リセット後、HOCO 発振が無効 

MDES FFFF FF83h～FFFF FF80h FFFF FFFFh リトルエンディアン 
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5.6 定数一覧 

表 5.8にサンプルコードで使用する定数を示します。 

 

表5.8 サンプルコードで使用する定数 

定数名 設定値 内容 

RTC_INIT_RES 1 RTC 初期化が必要なリセット 

RTC_RUN_RES 0 RTC 初期化が不要なリセット 

RTC_BACKUP_INIT 2 RTC 時刻情報のバックアップ要求あり 

(初期化処理要因、1 秒後のバックアップ要求) 

RTC_BACKUP_ACK 1 RTC 時刻情報のバックアップ要求あり 

(15 分後、1 時間毎のバックアップ要求) 

RTC_BACKUP_NACK 0 RTC 時刻情報のバックアップ要求なし 

VBATT_FULL_CHARGE 1 VBATT 回路は満充電 

VBATT_EMPTY 0 VBATT 回路は充電不足 

MASK_DATA_SEC 0x01 秒データチェック処理実行フラグ、フラグ確認データ 

MASK_DATA_MIN 0x02 分データチェック処理実行フラグ、フラグ確認データ 

MASK_DATA_HR 0x04 時データチェック処理実行フラグ、フラグ確認データ 

MASK_DATA_WK 0x08 曜日データチェック処理実行フラグ、フラグ確認データ 

MASK_DATA_DAY 0x10 日データチェック処理実行フラグ、フラグ確認データ 

MASK_DATA_MON 0x20 月データチェック処理実行フラグ、フラグ確認データ 

MASK_DATA_YR 0x40 年データチェック処理実行フラグ、フラグ確認データ 

ALL_DATA_CHECK 0x7F 全データチェック処理実行フラグ 

ADDRESS_BLOCK_DB0 0x100000 DB0 ブロックの先頭番地 

ADDRESS_BLOCK_DB1 0x100020 DB1 ブロックの先頭番地 

BUFF_SIZE 10 時刻情報の格納サイズ、書き込みサイズ 

WRITE_BUSY 2 書き込みモード(ライト中) 

ERASE_BUSY 1 書き込みモード(イレーズ中) 

WRITE_READY 0 書き込みモード(準備中) 

SELECT_SUB PATTERN_D サブクロックの設定パターン選択 

 

 

5.7 構造体/共用体一覧 

図 5.2にサンプルコードで使用する構造体/共用体を示します。 

/* **** Time data **** */
typedef struct
{
    uint8_t     second;                /* Second */
    uint8_t     minute;                 /* Minute */
    uint8_t     hour; /* Hour */
    uint8_t     dayweek;                /* Day of the week */
    uint8_t     day;                    /* Day */
    uint8_t     month;                /* Month */
    uint16_t    year;                   /* Year */
    uint8_t     charge_VBATT;        /* VBATT charge info */
    uint8_t     write_cnt;              /* Backup counter */
} time_bcd_t;  

図5.2 サンプルコードで使用する構造体/共用体 
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5.8 変数一覧 

表 5.9にグローバル変数を、表 5.10にstatic 型変数を、表 5.11にconst 型変数を示します。 

 

表5.9 グローバル変数 

型 変数名 内容 使用関数 

uint8_t init_RTC RTC の初期化要求フラグ main 

enable_RTC_an1713 

CGC_subclk_as_RTC_a

n1713 

uint32_t time_data 時刻情報の取得バッファ check_RTC 

flash_check 

check_RTC_flash 

check_RTC_after10days 

enable_RTC_an1713 

Excep_RTC_PRD 

time_backup 

uint8_t flash_write RTC 時刻情報のバックアップ要求 

フラグ 

main 

check_RTC 

enable_RTC_an1713 

Excep_RTC_PRD 

int8_t write_counter バックアップカウンタ main 

check_RTC 

flash_check 

check_RTC_flash 

check_RTC_after10days 

Excep_RTC_PRD 

uint8_t write_mode 書き込みモード Excep_RTC_PRD 

flash_check 

uint8_t lcd_buffer[9] Debug LCD 用のバッファ main 

uint32_ToBCDString 

uint8_t flash_is_ready フラッシュの処理完了フラグ time_backup 

check_RTC 

Excep_RTC_PRD 

 

 

表5.10 static 型変数 

型 変数名 内容 使用関数 

static uint8_t charge_min_count VBATT 回路の充電時間(分)カウンタ check_RTC 

Excep_RTC_PRD 

static uint8_t check_time_data 時刻情報チェック要否フラグ check_RTC 

Set_register_enable 

flash_check 

check_RTC_clock 

static uint8_t prog_buff バックアップする時刻情報 time_backup 
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表5.11 const 型変数 

型 変数名 内容 使用関数 

const static uint32_t backup_address[2] = 

{ADDRESS_BLOCK_DB0,

ADDRESS_BLOCK_DB1}; 

DB0 ブロックの先頭番地、 

DB1 ブロックの先頭番地 

check_RTC 

flash_check 

check_RTC_flash 

check_RTC_after10days 

 

 

5.9 関数一覧 

表 5.12に関数を示します。 

 

表5.12 関数(1) 

関数名 概要 記載ファイル 

main メイン処理 main.c 

port_init ポート出力設定 main.c 

check_RTC RTC の初期化要否を判定 rtc_func.c 

Set_register_enable アラーム時刻情報の有効/無効を設定 rtc_func.c 

flash_check 使用するバックアップした時刻情報を確定 rtc_func.c 

check_RTC_clock RTC 時刻情報の値を確認 rtc_func.c 

check_RTC_flash RTC 時刻情報とバックアップした時刻情報の比

較 

rtc_func.c 

check_RTC_after10days RTC 時刻情報と正常範囲の確認 rtc_func.c 

rtc_time_read RTC 時刻情報の読み出し rtc_func.c 

R_INIT_Clock_an1713 クロック初期設定 r_init_clock_an1713.c 

CGC_subclk_as_RTC_an

1713 
サブクロックの設定 

(サブクロックを RTC のカウントソースに使用

し、システムクロックには使用しない場合) 

r_init_clock_an1713.c 

enable_RTC_an1713 RTC の初期化 rtc_func.c 

Excep_RTC_PRD RTC の周期割り込み処理 rtc_func.c 

time_backup RTC 時刻情報のバックアップ flash_write.c 
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5.10 関数仕様 

サンプルコードの関数仕様を示します。 

 

main 

概 要 メイン処理 

ヘッダ なし 

宣 言 void main(void) 

説 明 初期設定後、RTC 時刻情報のバックアップ要求が発生していれば、バックアップ 

処理関数を呼び出します。 

引 数 なし  

リターン値 なし 

備 考 メインループの処理内で E2 データフラッシュ P/E モード中に書き換え禁止のレジス

タは書き換えないでください。メインループ処理に別の処理を追加した場合、E2 デー

タフラッシュ P/E モード中は、追加した処理を含むメインループにある処理はすべて

P/E モードで動きます。 

 

port_init 

概 要 ポート初期設定 

ヘッダ なし 

宣 言 static void port_init(void) 

説 明 ポートの初期設定を行います。 

引 数 なし  

リターン値 なし 

 

check_RTC 

概 要 RTC の初期化要否を判定する処理 

ヘッダ rtc_func.h 

宣 言 uint8_t check_RTC(void) 

説 明 RTC のレジスタ値と enable_RTC_an1713 関数で設定する RTC のレジスタ初期設

定値、バックアップした時刻情報、コールド/ウォームスタート、バックアップ時点

での VBATT 回路の充電状況を確認し、継続動作をさせるか、初期化処理を実行する

かを判断します。 

引 数 なし  

リターン値 RTC_INIT_RES : RTC 時計情報は異常 

 RTC_RUN_RES : RTC 時計情報は正常 

 

 

flash_check 

概 要 使用するバックアップした時刻情報を確定 

ヘッダ rtc_func.h 

宣 言 static uint8_t flash_check(void) 

説 明 DB0,DB1 のバックアップカウンタを確認し、以降で比較に使用するデータを確定さ

せます。もしバックアップカウンタが異常な場合、バックアップした時刻情報を確認

して比較に使用するデータを確定させます。 

引 数 なし  

リターン値 RTC_INIT_RES : RTC 時計情報は異常 

 RTC_RUN_RES : RTC 時計情報は正常 
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Set_register_enable 

概 要 アラーム時刻情報の有効/無効を設定する処理 

ヘッダ rtc_func.h 

宣 言 static void Set_register_enable(void) 

説 明 アラーム時刻情報の ENB ビットが有効の場合のみレジスタ値を確認するため、RTC

のアラームレジスタの ENB ビットを読み出します。 

引 数 なし  

リターン値 なし  

   

 

 

check_RTC_clock 

概 要 RTC 時刻情報の値を確認する処理 

ヘッダ rtc_func.h 

宣 言 static unsigned char check_RTC_clock(void) 

説 明 RTC 時刻情報のレジスタ値が正しい値であることを確認する。 

引 数 なし  

リターン値 RTC_INIT_RES : RTC 時計情報は異常 

 RTC_RUN_RES : RTC 時計情報は正常 

 

 

check_RTC_flash 

概 要 RTC 時刻情報とバックアップした時刻情報の前後を確認する処理 

ヘッダ rtc_func.h 

宣 言 static unsigned char check_RTC_flash(void) 

説 明 RTC 時刻情報とバックアップした時刻情報を比較し、RTC 時刻情報がバックアップ

した時刻情報よりも後の時間であることを確認する。 

引 数 なし  

リターン値 RTC_INIT_RES : RTC 時計情報は異常 

 RTC_RUN_RES : RTC 時計情報は正常 

 

 

check_RTC_after10days 

概 要 RTC 時刻情報と正常範囲の確認処理 

ヘッダ rtc_func.h 

宣 言 static unsigned char check_RTC_after10days(void) 

説 明 RTC 時刻情報とバックアップした時刻情報を比較し、RTC 時刻情報が正常な範囲(本

アプリケーションノートでは、バックアップした時刻情報から 10 日)以内にあること 

を確認する。 

引 数 なし  

リターン値 RTC_INIT_RES : RTC 時計情報は異常 

 RTC_RUN_RES : RTC 時計情報は正常 
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rtc_time_read 

概 要 RTC 時刻情報の読み出し 

ヘッダ なし 

宣 言 static void rtc_time_read(void) 

説 明 RTC 時刻情報を読み出して、RAM の RTC 時刻情報格納領域に格納します。 

引 数 なし  

リターン値 なし 

 

 

R_INIT_Clock_an1713 

概 要 クロック初期設定 

ヘッダ r_init_clock.h 

宣 言 void R_INIT_Clock_an1713(void) 

説 明 クロックの初期設定を行います。 

引 数 なし  

リターン値 なし 

備 考 サンプルコードでは、システムクロックを PLL とし、サブクロックを RTC のカウン

トソースに使用する処理を選択しています。 

本関数の詳細は、アプリケーションノート「RX63N グループ、RX631 グループ 

初期設定例 Rev.1.10」を参照してください。 

 

 

CGC_subclk_as_RTC_an1713 

概 要 サブクロックの設定 

ヘッダ r_init_clock.h 

宣 言 void CGC_subclk_as_RTC_an1713 (void) 

説 明 サブクロックを RTC のカウントソースに使用し、システムクロックには使用しない

場合の設定を行います。 

引 数 なし 

リターン値 なし 

備 考 本関数の詳細は、アプリケーションノート「RX63N グループ、RX631 グループ 

初期設定例 Rev.1.10」の設定パターン D を参照してください。 

 

 

enable_RTC_an1713 

概 要 RTC の初期化 
ヘッダ なし 

宣 言 static void enable_RTC_an1713 (void) 

説 明 RTC を使用する場合の初期化(クロック供給の設定と RTC ソフトウェアリセット)を

行います。 

引 数 なし 

リターン値 なし 

 



RX63N グループ、RX631 グループ コールドスタート時の RTC 時刻情報の真偽判定例 

R01AN1713JJ0101  Rev.1.01  Page 17 of 34 

2015.11.06  

 

Excep_RTC_PRD 

概 要 RTC の周期割り込み処理 

ヘッダ rtc_func.h 

宣 言 static void Excep_RTC_PRD(void) 

説 明 RTC の周期割り込みで、RTC 時刻情報を読み出して Debug LCD に表示します。 

リセット解除から VBATT 回路の充電時間を経過した後に VBATT 回路充電フラグ、  

バックアップカウンタを更新し、バックアップ要求をセットします。 
また、1 時間ごとにバックアップカウンタを更新し、バックアップ要求をセットしま

す。 
引 数 なし 

リターン値 なし 

 

 

time_backup 

概 要 RTC 時刻情報のバックアップ処理 

ヘッダ なし 

宣 言 void time_backup(uint32_t time_data, uint8_t write_block) 

説 明 RTC 時刻情報を E2 データフラッシュに格納します。 

E2データフラッシュのブロック0あるいはブロック1から先頭から10バイトにRTC

時刻情報を保存します。保存先は、バックアップカウンタの bit0 をもって判断します。 

引 数 uint32_t time_data バックアップする RTC 時刻情報データ 

 uint8_t write_block バックアップする領域指定データ 

リターン値 なし 

備 考 CPU が E2 データフラッシュの書き込み/消去を実行している間も ROM 領域に配置

したプログラムを実行します。 
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5.11 フローチャート 

5.11.1 メイン処理 

図 5.3にメイン処理のフローチャートを示します。 

main

RTC時刻情報の
バックアップ要求あり？

Yes

No

マスカブル割り込み許可 Iフラグ  1

マスカブル割り込み禁止 Iフラグ  0

ポート初期設定
port_init()

RTC の初期化要否を判定
check_RTC()

クロック初期設定
R_INIT_Clock_an1713()

Debug LCD初期設定
init_LCD()

存在しないポートの
初期設定

R_INIT_NonExistentPort()

リセット後に動作している
周辺機能の停止

R_INIT_StopModule()

ウォームスタートを設定
RSTSR1レジスタ
  CWSFビット  1 :ウォームスタート

RTC時刻情報の
バックアップ処理

time_backup()

RTC時刻情報とバックアップカウンタのbit0を引数に設定。
引数によって、E2データフラッシュのDB0/DB1のいずれかに
バックアップ

Debug LCD出力
Display_LCD()

Debug LCDの1行目に"RTC"を表示

Debug LCD出力
Display_LCD()

Debug LCDの2行目に"00:00:00"を表示

RTC周期割り込みでセットされる
RTC時刻情報のバックアップ要求を
確認する

Debug LCDの
初期設定

RTC時刻情報の
真偽判定と
RTC初期設定処理

 

図5.3 メイン処理 
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5.11.2 ポート初期設定 

図 5.4にポート初期設定のフローチャートを示します。 

port_init

return

Debug LCDのデータ出力を設定 PORT8.PODRレジスタ

　B7-B4ビット  0000b :P84-P87(DLCD):初期出力として“0”を出力
PORT8.PDRレジスタ

　B7-B4ビット  1111b :P84-P87(DLCD):出力

LED0,1のポート出力を設定 PORT0.PODRレジスタ

　B3ビット  1 :P03(LED0): Highレベル

　B5ビット  1 :P05(LED1): Highレベル
PORT0.PDRレジスタ

　B3ビット  1 :P03(LED0): 出力

　B5ビット  1 :P05(LED1): 出力

Debug LCDのリセット出力、

イネーブル出力を設定
PORTJ.PODRレジスタ
　B5ビット  0 :PJ5(DLCDRS): 初期値(0)出力
PORTF.PODRレジスタ

　B5ビット  0 :PF5(DLCDE): 初期値(0)出力
PORTJ.PDRレジスタ

　B5ビット  1 :PJ5(DLCDRS): 出力
PORTF.PDRレジスタ

　B5ビット  1 :PF5(DLCDE): 出力

 

図5.4 ポート初期設定 
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5.11.3 RTC の初期化を判定 

図 5.5、図 5.6にRTC の初期化を判定する処理のフローチャートを示します。 

check_RTC

サブクロックは発振?

Yes

No

RTCの制御レジスタ
1-4は初期設定値と一致?

Yes

No

自動補正機能は
使用中?

Yes

No

誤差補正レジスタ
は初期設定値と一致?

Yes

No

E2データフラッシュ(DB0/DB1)の

リード許可

DFLRE0レジスタ
  DBRE00ビット  1 : ブロック0000-0063の読み出しを許可

RTC時刻情報の値を確認

check_RTC_clock()

時刻情報(戻り値)
は正常値?

Yes

No

return(RTC_INIT_RES)

変数の初期化

使用するバックアップした

時刻情報を確定

flash_check()

使用する時刻情報を
確定できた?

Yes

No

RTC時刻情報の読み出し

rtc_time_read()

バックアップした時刻情報

との比較

check_RTC_flash()

時刻情報(戻り値)
は正常値?

Yes

No

A

時刻情報取得バッファ  0000 0000h

VBATT回路の充電時間カウンタ  00h

バックアップカウンタ  00h

書き込みモード  書き込み準備(0)

バックアップ要求フラグ  要求なし(0)

フラッシュの処理完了フラグ  完了(1)

RTCのI/Oレジスタと
レジスタ初期設定値
を比較し、確認。

RTCの時間レジスタ
（年月日、時分秒）と
バックアップした前回
の時間レジスタの
情報を比較し、確認。

バックアップした前回
の時間レジスタの
情報をDB0/DB1の
いずれかから決定
する

1/128秒待ち

R_DELAY_Us()

 

図5.5  RTC の初期化を判定する処理(1) 
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アラーム機能は
使用中?

Yes

No

RTC時刻情報の値を確認

check_RTC_clock()

コールドスタート?

Yes

No

RTC時刻情報と正常範囲の

確認

check_RTC_after10days()

時刻情報(戻り値)
は範囲内?

Yes

No

VBATT充電フラグは
満充電?

Yes

No

return(RTC_INIT_RES)

return(RTC_RUN_RES)

A

アラーム時間レジスタの読み出し

アラーム時刻情報の

有効/無効を設定

Set_register_enable()

アラーム時間レジスタ
は初期設定値と一致?

Yes

No

バックアップした時刻情報

との比較

check_RTC_flash()

時刻情報(戻り値)
は正常値?

Yes

No

VBATT充電フラグを初期化

(VBATT回路は充電不足)

時刻情報バックアップ要求

を要初期化に設定
flash_write  RTC_BACKUP_INIT(2)

アラーム機能を有効に
している場合に、RTC

のアラーム時間レジスタ
（年月日、時分秒）と
バックアップした前回の
時間レジスタの情報を
比較し、確認

前回のバックアップ時に、
VBATT回路は満充電した
状態であったかを確認。
満充電されてなければ、
バックアップから10日以内
でもRTCを初期化する。
前回満充電されていた場
合は、この時点から15分
間は満充電フラグを初期
化（充電不足）する

RCR1.AIE : 0:アラーム機能無効
: 1:アラーム機能有効

 

図5.6  RTC の初期化を判定する処理(2) 
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5.11.4 アラーム時刻情報の有効/無効を設定 

図 5.7にアラーム時刻情報の有効/無効を設定する処理のフローチャートを示します。 

Set_register_enable

分情報は有効?

Yes

No

秒情報は有効?

Yes

No

時間情報は有効?

Yes

No

曜日情報は有効?

Yes

No

月情報は有効?

Yes

No

年情報は有効?

Yes

No

return

日情報は有効?

Yes

No

チェック情報のクリア

秒情報のチェック要否に

チェック対象を設定

分情報のチェック要否に

チェック対象を設定

時間情報のチェック要否に

チェック対象を設定

曜日情報のチェック要否に

チェック対象を設定

日情報のチェック要否に

チェック対象を設定

月情報のチェック要否に

チェック対象を設定

年情報のチェック要否に

チェック対象を設定

RSECAR.ENB : 1:RSECCNTカウンタの値と比較

RMINAR.ENB : 1:RMINCNTカウンタの値と比較

RHRAR.ENB : 1:RHRCNTカウンタの値と比較

RWKAR.ENB : 1:RWKCNTカウンタの値と比較

RDAYAR.ENB : 1:RDAYCNTカウンタの値と比較

RMONAR.ENB : 1:RMONCNTカウンタの値と比較

RYRAREN.ENB : 1:RYRCNTカウンタの値と比較

 

図5.7 アラーム時刻情報の有効/無効を設定する処理 



RX63N グループ、RX631 グループ コールドスタート時の RTC 時刻情報の真偽判定例 

R01AN1713JJ0101  Rev.1.01  Page 23 of 34 

2015.11.06  

 

5.11.5 使用するバックアップした時刻情報を確定 

図 5.8 にアラーム時刻情報の有効/無効を設定する処理のフローチャートを示します。 

flash_check

バックアップカウンタ(DB0) !=

バックアップカウンタ(DB1)+1

Yes

No

読み出した時間情報
はどちらかが正常?

Yes

No

return(RTC_INIT_RES)

バックアップカウンタ(DB0)

の読み出し

バックアップカウンタ(DB1)

の読み出し

バックアップカウンタ(DB0)を

バックアップカウンタに設定

return(RTC_RUN_RES)

バックアップカウンタ(DB0)+1

 != バックアップカウンタ(DB1)

Yes

No

バックアップカウンタ(DB1)を

バックアップカウンタに設定

return(RTC_RUN_RES)バックアップした時刻情報(DB0)

を読み出し

RTC時刻情報の値を確認

check_RTC_clock()

バックアップした時刻情報(DB1)

を読み出し

RTC時刻情報の値を確認

check_RTC_clock()

バックアップ時刻情報の
DB0はDB1より古い?

Yes

No

バックアップカウンタ(DB1)を

バックアップカウンタに設定

return(RTC_RUN_RES)

バックアップカウンタ(DB0)を

バックアップカウンタに設定

return(RTC_RUN_RES)

読み出した時間情報
はDB0が異常?

Yes

No

バックアップカウンタ(DB0)を

バックアップカウンタに設定

return(RTC_RUN_RES)

読み出した時間情報
はDB1が異常?

Yes

No

バックアップカウンタ(DB1)を

バックアップカウンタに設定

return(RTC_RUN_RES)
 

図5.8 使用するバックアップした時刻情報を確定する処理 
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5.11.6 RTC 時刻情報の値を確認 

図 5.9にRTC 時刻情報の値を確認する処理のフローチャートを示します。 

check_RTC_clock

分情報はチェック対象
かつ0-59の範囲内?

Yes

No

秒情報はチェック対象
かつ0-59の範囲内?

Yes

No

時間情報は、
12時間表記?

Yes

No

時情報はチェック対象
かつ0-11の範囲内?

Yes

No

曜日情報はチェック対象
かつ0-6の範囲内?

Yes

No

return(RTC_INIT_RES)

年情報はチェック対象
かつ0-99の範囲内?

Yes

No

月情報はチェック対象
かつ1-12の範囲内?

Yes

No

1,3,5,7,8,10,12月の場合、1-31の範囲

4,6,9,11月の場合、1-30の範囲

2月の場合、1-29の範囲

return(RTC_INIT_RES)return(RTC_RUN_RES)

日情報はチェック対象
かつ設定可能な範囲内?

Yes

No

時情報はチェック対象
かつ0-23の範囲内?

Yes

No

 

図5.9 RTC 時刻情報の値を確認する処理 
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5.11.7 RTC 時刻情報とバックアップした時刻情報の前後を確認する処理 

図 5.10 にアラーム時刻情報の有効/無効を設定する処理のフローチャートを示します。 

check_RTC_flash

バックアップの年情報は
RTC時刻情報より小さい?

Yes

No

使用するFLASHデータを指定

return(RTC_INIT_RES)return(RTC_RUN_RES)

バックアップの年情報は
RTC時刻情報と一致?

Yes

No

バックアップの月情報は
RTC時刻情報より小さい?

Yes

No

バックアップの月情報は
RTC時刻情報と一致?

Yes

No

バックアップの日情報は
RTC時刻情報より小さい?

Yes

No

 

図5.10 RTC 時刻情報とバックアップした時刻情報の前後を確認する処理 
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5.11.8 RTC 時刻情報と日データの範囲の確認 

図 5.11にRTC 時刻情報と正常範囲の確認処理のフローチャートを示します。 

check_RTC_after10days

日データが
範囲外か?

Yes

No

12月の場合、月データを1に設定

その他の月の場合、月データを1加算

バックアップの時刻情報から

日付データ(年月日)を作成

日付データの日データ+10h

月の範囲を超えた日数を設定

月データを加算

1,3,5,7,8,10,12月の場合、日データ-31の値を設定

4,6,9,11月の場合、日データ-30の値を設定

2月の場合、日データ-29の値を設定

1,3,5,7,8,10,12月の場合、1-31を範囲内とする

4,6,9,11月の場合、1-30を範囲内とする

2月の場合、1-29を範囲内とする

作成した年情報は
RTC時刻情報より小さい?

No

Yes

return(RTC_INIT_RES)return(RTC_RUN_RES)

作成した年情報は
RTC時刻情報と一致?

Yes

No

作成した月情報は
RTC時刻情報より小さい?

No

Yes

作成した月情報は
RTC時刻情報と一致?

Yes

No

作成した日情報は
RTC時刻情報より小さい?

No

Yes

 

図5.11 RTC 時刻情報と正常範囲の確認処理 
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5.11.9 RTC 時刻情報の読み出し 

図 5.12にRTC 時刻情報の読み出しのフローチャートを示します。 

rtc_time_read

桁上がりあり ?
Yes

No

CUP割り込み要求をクリア

return

秒カウンタを読み出し

分カウンタを読み出し

時カウンタを読み出し

曜日カウンタを読み出し

日カウンタを読み出し

月カウンタを読み出し

年カウンタを読み出し

IR062レジスタ
　IRフラグ ← 0

time.second ← RSECCNTレジスタ

time.minute ← RMINCNTレジスタ

time.hour ← RHRCNTレジスタ

time.dayweek ← RWKCNTレジスタ

time.day ← RDAYCNTレジスタ

time.month ← RMONCNTレジスタ

time.year ← 2000h | RYRCNTレジスタ

IR062レジスタの読み出し
IRビット :0: 割り込み要求[ IR(RTC,CUP) ]なし

:1: 割り込み要求[ IR(RTC,CUP) ]あり

CUP割り込み要求を許可
RCR1レジスタ
　CIEフラグ ← 1

CUP割り込み要求を禁止
RCR1レジスタ
　CIEフラグ ← 0

 

図5.12 RTC 時刻情報の読み出し 

 



RX63N グループ、RX631 グループ コールドスタート時の RTC 時刻情報の真偽判定例 

R01AN1713JJ0101  Rev.1.01  Page 28 of 34 

2015.11.06  

 

5.11.10 クロック初期設定 

図 5.13にクロック初期設定のフローチャートを示します。 

R_INIT_Clock_an1713

プロテクトを解除 PRCRレジスタ  A503h

PRC0ビット = 1 :クロック発生回路関連レジスタへの書き込みを許可

PRC1ビット = 1 :消費電力低減機能関連レジスタへの書き込みを許可

メインクロックの発振設定
CGC_oscillation_main()

内部クロックの分周比を設定

(注3)

BCLK端子の出力設定

(注3)

注3.内部クロックの分周比、出力設定、システムクロックの切り替えおよびHOCOの電源OFFは使用するシステムに

応じて変更してください。

PLLの発振設定(注2)

CGC_oscillation_PLL()

プロテクト設定

return

サブクロックの設定(注1)

CGC_subclk_as_RTC_an1713()

 サブクロックをRTCのカウントソースに使用し、システムクロックには使用しない場合

    (パターンD) 

SCKCRレジスタ  21C2 1211h

PCKB[3:0]ビット = 0010b :周辺モジュールクロックB(PCLKB) 4分周

PCKA[3:0]ビット = 0001b :周辺モジュールクロックA(PCLKA) 2分周

BCK[3:0]ビット = 0010b :外部バスクロック(BCLK)4分周
PSTOP0ビット = 1 :SDCLK端子出力停止(Highレベル固定)

PSTOP1ビット = 1 :BCLK端子出力停止(Highレベル固定)

ICK[3:0]ビット = 0001b :システムクロック(ICLK)  2分周
FCK[3:0]ビット = 0010b :FlashIFクロック(FCLK)4分周

SCKCR2レジスタ  0012h

IEBCK[3:0]ビット = 0010b :IEBUSクロック(IECLK) 4分周

UCK[3:0]ビット = 0001b :USBを使用しない

PRCRレジスタ  A500h

PRC0ビット = 0 :クロック発生回路関連レジスタへの書き込みを禁止

PRC1ビット = 0 :消費電力低減機能関連レジスタへの書き込みを禁止

BCKCRレジスタ  00h

BCLKDIVビット = 0 :BCLK分周なし

HOCOCRレジスタ  01h

HCSTPビット = 1 :HOCOを停止

HOCOPCRレジスタ  01h

HOCOPCNTビット = 1 :HOCOの電源OFF

システムクロックを切り替え

(注3)

HOCOの電源OFF(注3)

注2.PLLの発振設定はPLLを使用しない場合は省略できます。

注1.サブクロックは使用するシステムに応じたパターンを設定してください。

 

図5.13 クロック初期設定 
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5.11.11 サブクロックの発振設定 

図 5.14にサブクロックの設定のフローチャートを示します。 

return

CGC_subclk_as_RTC_an1713

サブクロック発振器の停止
SOSCCRレジスタ  01h
　SOSTPビット = 1 ：サブクロック発振器を停止
RCR3レジスタ
 　RTCENビット  0 ：サブクロック発振器を停止

サブクロックのドライブ能力を
設定

サブクロック発振器の
ウェイトコントロールレジスタを設定

(注1）

サブクロック発振器を動作

RCR3レジスタ  0Ch
　RTCDV[2：0]ビット =　110b ：標準CL用ドライブ能力 

SOSCWTCRレジスタ  00h

　　SSTS[4:0]ビット =　00000b :2サイクル(約61μs)待ち

SOSCCRレジスタ  00h
　　SOSTPビット = 0 ：サブクロック発振器を動作

サブクロックの発振安定待機時間(2.6s)待ち

CMT0でサブクロックの
5サイクル待ち

cmt0_wait()
サブクロックで5サイクル（約152μs）経過待ち

CMT0でサブクロックの
発振安定待機時間待ち (注2)

cmt0_wait()

サブクロックをシステムクロックとして
使用しないためにSOSTP=1にする 

SOSCCRレジスタ 01h
SOSTPビット = 1

サブクロックの発振設定
関数：oscillation_subclk

サブクロックをシステムクロック
として使用しない場合の処理
（RTCのカウントソース：
サブクロック）
関数：no_use_subclk_as_sysclk

注1：サブクロックのウェイトコントロールレジスタは、「発振子メーカが推奨する発振安定時間以上の値-サブクロック発振
       安定待機オフセット時間の最小値（1.8s）」を設定してください。

RTCのカウントソースを設定 RCR4レジスタ
 RCKSELビット  0 : サブクロックをカウントソースとして使用する

注2：RTCのカウントソース6クロック供給を包含しています。

RTCカウントソースに
サブクロックを不使用?

Yes

No rtc_reg_check_result ← REG_OK_MAIN or REG_NG

RTCの初期化要求あり?

Yes

No

RTCを使用する初期化関数
enable_RTC_an1713()

 

図5.14 サブクロックの設定  
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5.11.12 RTC の初期化 

図 5.15にRTC の初期化処理のフローチャートを示します。 

enable_RTC_an1713

RCR2レジスタ  RCR2レジスタ & 7Eh

STARTビット = 0 : カウンタおよびプリスケーラは停止
プリスケーラおよび
カウンタの停止

RADJレジスタ

ADJ[5:0]ビット  00000b: 補正時間なし

PMADJ[1:0]ビット  00b : 補正動作を行わない

RCR3レジスタ

RTCENビット  1 : サブクロック発振器動作
RCR3レジスタの設定

2013年1月1日　00:00:00を設定 RSECCNTレジスタ  00h : 秒カウンタに“00”を設定

RMINCNTレジスタ  00h : 分カウンタに“00”を設定

RHRCNTレジスタ  00h : 時カウンタに“00”を設定

RWKCNTレジスタ  02h : 曜日カウンタに“2(火曜日)”を設定

RDAYCNTレジスタ  01h : 日カウンタに“01”を設定

RMONCNTレジスタ  01h : 月カウンタに“01”を設定

RYRCNTレジスタ  0013h: 年カウンタに“13”を設定

時間誤差補正を設定

RTC 1秒周期割り込みを設定 RCR1レジスタ  E4h

AIEビット = 0 : アラーム割り込み要求を許可しない

  CIEビット= 0 : 桁上げ割り込み要求を許可しない

  PIEビット= 1 : 周期割り込み要求を許可する

  PESビット = 1110b : 周期割り込み発生の周期を1秒ごとにする

return

RTCカウント動作開始 RCR2レジスタ

  STARTビット=1 : 年、月、曜日、日、時、分、秒、64Hzカウンタ

およびプリスケーラは開始

RTC 周期割り込みを設定

自動補正を設定 RCR2レジスタ  30h

  STARTビット=0 : 年、月、曜日、日、時、分、秒、64Hzカウンタ

およびプリスケーラは停止

  RTCOEビット=0 : RTCOUTを端子から出力しない

  AADJEビット=1 : 自動補正機能許可

  AADJPビット=1 : 10秒ごとにRADJ.ADJビットをプリスケーラの

カウント値から加減する

  HR24ビット=0 : RTCは12時間モードで動作

RTCの初期化要求あり?

Yes

No

RTCリセット完了?

Yes

No

RCR3レジスタ   0Dh

RTCDVビット  110b : 標準CLサブクロック用のドライブ能力
RCR3レジスタの再設定

バックアップ情報の初期化 時刻情報  00:00:00 : 時刻情報

VBATT充電フラグ  充電不足 : 時刻情報

LED0を点灯 PORT0.PODRレジスタ

　B3ビット  0                   : P03(LED0): Lowレベル

時刻情報バックアップ要求

を要初期化に設定
flash_write  RTC_BACKUP_INIT(2)

IR093レジスタ
  IRビット  0 :割り込み要求[ IR(RTC,PRD) ]をクリア

IPR093レジスタ
  IPRビット  0001b :割り込み優先レベル[ IPR(RTC,PRD) ]をレベル1

IER0Bレジスタ
  IEN5ビット  1 :割り込み要求許可[ IEN(RTC,PRD) ]を許可

RTC時刻情報の読み出し 秒情報 time_data  (uint32_t)(time.second    & 0x0000007F)

分情報 time_data  time_data | (time.minute & 0x0000007F) << 8

時情報 time_data  time_data | (time.hour     & 0x0000003F) << 16

 

図5.15 RTC の初期化処理 
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5.11.13 RTC の周期割り込み処理 

図 5.16にRTC の周期割り込み処理のフローチャートを示します。 

Excep_RTC_PRD

return

前回の時刻情報(時,分)を読み出し

現時刻情報(時)を

32ビット整数に設定

現時刻情報(時,分)を作成

RTC時刻情報読み出し
rtc_time_read()

前回の時刻情報と

現時刻情報が不一致?

Yes

No

時刻情報バックアップ要求を

セット

flash_write  RTC_BACKUP_ACK (1)

現時刻情報(秒)を

32ビット整数に設定

現時刻情報(分)を

32ビット整数に設定

Debug LCD出力

Display_LCD()

整数のBCD文字列変換

uint32_ToBCDString()

old_change_minute  time_data & 0x00003F00

old_change_hour      time_data & 0x003F0000

time_data   time_data | change_hour

time_data   time_data | (time.minute & 0x0000007F) << 8

time_data   (uint32_t)(time.second & 0x0000007F)

change_minute  (time.minute & 0x0000007F) <<   8

change_hour 　 (time.hour     & 0x0000003F) << 16

バックアップカウンタ

(write_counter)の更新

時刻情報バックアップ

要求は要初期化?

No

Yes

VBATT回路は

15分以上充電

されているか？

Yes

No

VBATT充電フラグを

満充電に変更

VBATT回路は充電不足?

Yes

No

時刻情報バックアップ要求を

セット

flash_write  RTC_BACKUP_ACK (1)

時刻情報バックアップ

要求はセット?

Yes

No

書き込みモードに

書き込み準備を設定

初期設定後すぐ、
または1時間経過時
にバックアップ要求を
セットする

VBATT充電回路の
状態を判断し、15分
経過時にバックアップ
要求をセットする

バックアップ要求の
セットを確認して、
バックアップの準備を
実施する

Debug LCD表示用の
データを作成し、
Debug LCDに表示

 

図5.16 RTC の周期割り込み処理 
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5.11.14 RTC 時刻情報のバックアップ処理 

図 5.17、図 5.18にRTC 時刻情報のバックアップ処理のフローチャートを示します。 
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書き込みバッファに転送
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は正常終了?
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,DB1)のプログラム
R_FlashWrite()
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=書き込み準備
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前回のフラッシュの処理完了
フラグをクリア
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LED1を点灯
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書き込みモード
=イレーズ中
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書き込みモードを
プログラム中に変更

A

LED1を点灯 PORT0.PODRレジスタ

　B5ビット  0                   : P05(LED1): Lowレベル

 

図5.17 RTC 時刻情報のバックアップ処理(1) 
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図5.18 RTC 時刻情報のバックアップ処理(2) 
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6. サンプルコード 

サンプルコードは、ルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。 
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製品ご使用上の注意事項 

ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意

事項については、本ドキュメントおよびテクニカルアップデートを参照してください。 
 

1. 未使用端子の処理 

【注意】未使用端子は、本文の「未使用端子の処理」に従って処理してください。 

CMOS製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっています。未使用 

端子を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI周辺のノイズが印加され、LSI内部で貫通電 

流が流れたり、入力信号と認識されて誤動作を起こす恐れがあります。未使用端子は、本文「未使用

端子の処理」で説明する指示に従い処理してください。 

2. 電源投入時の処置 

【注意】電源投入時は，製品の状態は不定です。 

電源投入時には、LSIの内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定で 

す。 

外部リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子

の状態は保証できません。 

同様に、内蔵パワーオンリセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットの

かかる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 

3. リザーブアドレス（予約領域）のアクセス禁止 

【注意】リザーブアドレス（予約領域）のアクセスを禁止します。 

アドレス領域には、将来の機能拡張用に割り付けられているリザーブアドレス（予約領域）がありま

す。これらのアドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしない

ようにしてください。 

4. クロックについて 

【注意】リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。 

プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後に切り替えてくださ

い。 

リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、

クロックが十分安定した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子 

（または外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先のクロックが十分安定し

てから切り替えてください。 

5. 製品間の相違について 

【注意】型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実施してくださ 

い。 

同じグループのマイコンでも型名が違うと、内部ROM、レイアウトパターンの相違などにより、電 

気的特性の範囲で、特性値、動作マージン、ノイズ耐量、ノイズ輻射量などが異なる場合がありま 

す。型名が違う製品に変更する場合は、個々の製品ごとにシステム評価試験を実施してください。 
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